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のマクロ経済的影響が大きい．Bengt Holmstrom と Jean Tirole による研究を嚆矢とし
て，金融市場における流動性の需要と供給構造に関する知見が蓄積されてきた．一方























京都大学 博士（  工  学） 氏名 Winij Ruampongpattana 
組成段階で重要な役割を果たしていることを指摘している． 
 
















担能力を超える場合は，外国の保険会社を通じて移転する，3) idiosyncratic risk につい

































する，3) idiosyncratic risk については，投資家（株主，債権者）がリスクを








また、平成 29 年 2 月 20 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、
合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表に際
しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
